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日本共産党鴻巣市委員会の見解を紹介します。

　

安
倍
首
相
は
、「
共
謀
罪
」
で
物
言
わ
ぬ
国
民

を
作
り
出
し
、
憲
法
改
悪
を
狙
っ
て
い
ま
す
。
憲

法
９
条
３
項
で
自
衛
隊
を
明
記
す
る
改
憲
を
行

い
、
２
０
２
０
年
に
施
行
す
る
と
宣
言
し
て
い
ま

す
。
自
衛
隊
を
明
記
す
る
こ
と
は
、
憲
法
２
条
の

空
文
化
＝
死
文
化
と
無
制
限
の
海
外
で
の
武
力

行
使
す
る
狙
い
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
安
倍
政
権
の
憲
法
壊
し
と
国
政
の
私

物
化
に
対
し
、
厳
し
い
審
判
が
下
さ
れ
た
の
が
東

京
都
議
選
の
結
果
で
す
。

　
６
月
15
日
、
参
議
院
で
の
法
務
委
員
会
の
採
決

を
省
略
し
、
本
会
議
で
「
共
謀
罪
」
を
強
行
可
決

し
た
自
民
・
公
明
・
維
新
の
会
。
民
主
主
義
を
否

定
す
る
暴
挙
で
す
。

　
こ
う
し
た
蛮
行
に
対
し
、
鴻
巣
市
議
会
か
ら
怒

り
の
声
を
上
げ
る
為
、
日
本
共
産
党
市
議
団
は
、

６
月
議
会
に
、「
テ
ロ
等
準
備
罪
」
法
の
廃
止
を

求
め
る
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら

意
見
書
は
、
賛
成
（
竹
田
え
つ
子
・
す
わ
み
つ
え
・

中
野
昭
・
菅
野
博
子
・
加
藤
久
子
各
議
員
）
少
数

で
否
決
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「
共
謀
罪
」
は
「
内
心
」
を
処
罰
対
象
に
し
、
憲
法

が
保
障
す
る
思
想
・
良
心
の
自
由
の
重
大
な
侵
害

に
つ
な
が
り
、
国
民
監
視
社
会
へ
と
道
を
開
く
も

の
と
し
て
成
立
後
も
国
民
の
不
安
や
疑
念
は
広
が

り
続
け
て
い
ま
す
。世
論
調
査
で
は
８
割
近
く
が
、

政
府
の
説
明
は
「
不
十
分
」
と
答
え
、
今
国
会
で

成
立
さ
せ
る
べ
き
で
な
い
と
い
う
声
が
多
数
で
し
た
。

　
日
本
共
産
党
は
、こ
れ
ら
ら
も
皆
さ
ん
と
力
を

合
わ
せ
廃
止
さ
せ
る
た
め
頑
張
っ
て
い
き
ま
す

　
６
月
議
会
で
は
、
人
権
擁
護
委
員(

強
瀬
良
雄

氏)

の
推
薦
、
北
新
宿
・
中
井
・
宮
地
の
地
区
整

備
計
画
区
域
の
建
築
物
の
補
制
限
に
つ
い
て
、マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
用
拡
大
と
し
て
の
印
鑑

条
例
、
補
正
予
算
な
ど
８
件
の
議
案
を
審
議
し
ま

し
た
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ
て
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
設
置
さ
れ
て
い
る
マ
ル

チ
コ
ピ
ー
機
で
、
市
民
が
自
ら
操
作
を
行
い

印
鑑
証
明
書
の
交
付
を
受
け
る
た
め
に
印
鑑

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
市
に
お
い
て
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
は
約
1
万

2
0
0
0
人
余
り
で
人
口
の
約
11
％
で
す
。

印
鑑
証
明
書
は
、
市
役
所
・
支
所
・
公
民
館

な
ど
で
印
鑑
登
録
証
と
身
分
証
明
書
を
窓
口

に
持
参
す
れ
ば
簡
単
に
交
付
さ
れ
ま
す
。　

　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
交
付
す
る
に

当
た
っ
て
、
開
庁
時
間
外
の
早
朝
・
深
夜
・

休
日
に
も
交
付
が
可
能
、
日
本
全
国
ど
こ
に

い
て
も
交
付
が
可
能
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

そ
の
利
便
性
の
反
面
、
リ
ス
ク
が
伴
い
ま
す
。 　

不
特
定
多
数
の
方
が
出
入
り
す
る
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
、
市
民
自
ら
が
マ
ル
チ

コ
ピ
ー
機
を
操
作
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
操
作
方
法
が
わ
か
ら
な
い
と
き
、
第
三

者
に
番
号
を
見
ら
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
、

う
っ
か
り
カ
ー
ド
を
置
き
忘
れ
て
し
ま
っ
た

り
し
た
と
き
な
ど
、
全
て
自
己
責
任
に
お
い

て
処
理
が
必
要
で
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
情
報
の
流
出
・
不

正
使
用
な
ど
の
リ
ス
ク
、
国
が
市
民
の
個
人

情
報
を
管
理
で
き
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
日
本

共
産
党
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
そ
の
も
の
が
、

自
治
体
や
住
民
に
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
こ
と
を

指
摘
し
、
鴻
巣
市
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
反
対
を
し
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

本当がわかる
明日が見える

●日刊紙／月3,497円
●日曜版／月823円

憲法、社会保障、原発、雇用、TPP…
「本当のことが知りたい」その思いに
こたえる新聞です。暮らしに役立つ
情報も満載です。

しん
ぶん赤旗毎月第4金曜日13：30～15：00日本共産党鴻巣市委員会事務所　

法律相談の場合あらかじめ予約をお願いします。問い合わせは竹田えつ子、すわみつえ法律・生活相談

8月30日（水）　正午　請願締切
9月4日（月）　本会議
9月7日（木） 本会議
9月8日（金）　11日（月）　文教福祉常任委員会（すわ議員）
9月12日（火）13日（水）政策総務常任委員会（竹田議員）
9月15日（金）19日（火）21日（木）22日（金）一般質問
9月26日（火）本会議・討論・採決

ぜひ傍聴をお願い致します

　国連での核兵器禁止条約制定
に向けた第2回交渉会議を前に、
発表された条約草案は、前文に
「ヒバクシャ」という言葉を盛り
込み、「核兵器の使用がもたらす
人的被害を深く懸念し、どのよ
うな状況下でも核兵器が2度と
使用されないようあらゆる努力
を払う必要がある」と人道に基
づく条約であることを強調して
います。
　草案は、核兵器の使用、保有
などを法的に禁止するとともに
核兵器前面廃絶につながるもの
です。
　ヒバクシャ署名運動に取り組
み、核兵器廃絶のため力を尽く
していきましょう。

平和憲法9条を守り抜こう
安
倍
改
憲
は
許
し
ま
せ
ん
！

国
民
監
視
の「
共
謀
罪
」は
廃
止
を

市
民
の
声
を
届
け
、市
政
の

チ
ェ
ッ
ク
役
と
し
て
全
力

核兵器廃絶へ向けて
ヒバクシャ署名の成功を！

印鑑条例の一部改正に反対

9月定例議会日程（予定）
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問　
２
０
１
８
年
度
か
ら
国
保
が
広
域
化
に

な
り
ま
す
。
国
保
の
広
域
化
は
、
社
会
保
障

費
削
減
の
た
め
に
入
院
食
事
代
の
負
担
増
、

保
険
外
治
療
の
拡
大
、「
医
療
費
適
正
化
計

画
」
の
強
化
と
と
も
に
医
療
制
度
の
改
悪
と

し
て
進
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

広
域
化
に
よ
り
、
県
が
示
し
た
国
保
税
の

試
算
額
と
市
の
対
応
、
国
保
税
の
値
上
げ
は

し
な
い
よ
う
求
め
ま
す
。

答　
県
の
試
算
で
は
、
現
行
の
保
険
税
は
、

８
万
３
２
３
５
円
で
す
が
、
広
域
化
に
よ
り

１
２
万
７
０
１
０
円
に
な
り
ま
す
。

　

今
後
９
月
に
出
さ
れ
る
試
算
結
果
を
み

て
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問　
憲
法
で
保
障
さ
れ
て
い
る
基
本
的
人
権

の
尊
重
、
障
害
者
権
利
条
約
、
障
害
者
基
本

法
に
基
づ
き
、
本
市
で
も
一
刻
も
早
く
手
話

言
語
条
例
の
制
定
を
す
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

答　
昨
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
「
障
害
者
差

別
解
消
法
」
の
「
合
理
的
配
慮
」
と
い
う
観

点
か
ら
県
内
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

問　
重
度
心
身
障
が
い
者
の
医
療
費
の
窓
口

の
支
払
い
を
無
く
す
と
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
と
し
て

国
か
ら
国
保
へ
の
交
付
金
が
減
ら
さ
れ
ま
す
。

本
当
に
国
の
政
治
の
冷
た
さ
が
わ
か
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
も
、
東
松
山
市
な
ど
重
度
心

身
障
が
い
者
の
医
療
費
の
窓
口
払
い
を
無
く

し
て
い
る
自
治
体
も
あ
り
ま
す
。
本
市
で
も

同
様
の
対
応
を
求
め
ま
す
。

答　
限
ら
れ
て
財
源
の
中
で
、
医
療
費
の
安

定
運
営
の
観
点
か
ら
現
行
制
度
の
維
持
を
し

て
い
き
ま
す
。

問　
鴻
巣
駅
東
口
駅
通
り
地
区
再
開
発
組
合

が
、
長
谷
工
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
工
事
契
約

を
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
工
事
契

約
費
は
い
く
ら
か
、
市
の
補
助
額
は
い
く
ら

か
伺
い
ま
す
。

答　
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設
工
事
費
は
、
約
53

億
円
で
す
。
そ
の
う
ち
市
の
補
助
額
は
約
10

億
円
で
す
。
他
に
国
か
ら
10
億
円
、
県
か
ら

３
億
３
千
万
円
補
助
金
が
で
ま
す
。

　

他
に
、
市
道
の
整
備
な
ど
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。

問　
働
く
母
親
が
増
え
て
い
る
中
、
子
と
親

に
も
大
事
な
場
所
で
あ
り
、
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
の
が
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で

す
。
保
護
者
の
方
か
ら
「
空
気
清
浄
機
や
掃

除
機
の
修
理
が
さ
れ
ず
に
そ
の
ま
ま
に
な
っ

て
い
る
」「
夏
休
み
は
特
に
受
け
入
れ
児
童
が

増
え
る
の
で
ウ
サ
ギ
小
屋
の
よ
う
に
な
っ
て

し
ま
う
」
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
職
員
か
ら
は
網
戸
の
損
傷
や
ト
イ

レ
の
排
水
の
不
備
な
ど
設
備
の
問
題
が
出
て

い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
要
望
は
ど
の
よ
う
に

キ
ャ
ッ
チ
し
て
ど
の
よ
う
に
解
決
し
て
い
き

ま
す
か
。

答　
保
護
者
か
ら
の
要
望
等
は
電
話
等
で
聞

い
て
い
ま
す
。
ま
た
、支
援
員
か
ら
は
、毎
月
、

合
同
会
議
を
開
催
し
、
要
望
等
を
確
認
し
て

い
ま
す
。

問　
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
取
り
組
ま
れ
て

い
る
総
合
病
院
の
誘
致
の
進
捗
状
況
を
伺
い

ま
す
。

答　
埼
玉
県
の
情
報
を
収
集
し
て
い
る
状
況

で
す
。
県
の
地
域
医
療
構
想
で
、
鴻
巣
市
が

属
す
る
県
央
医
療
圏
で
は
３
１
３
床
の
必
要

病
床
数
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
鴻
巣
市
独
自

で
は
算
出
し
て
い
ま
せ
ん
。
県
の
計
画
を
見

な
が
ら
、
病
院
の
適
地
や
規
模
を
考
え
て
い

き
た
い
。

　

関
連
し
て
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
観

点
か
ら
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備
の
質
問

を
致
し
ま
し
た
。

問　
小
中
一
貫
教
育
の
教
育
的
効
果
は
未
だ

検
証
で
き
て
お
ら
ず
試
験
的
段
階
で
す
。
審

議
委
員
と
教
育
委
員
・
教
育
委
員
会
総
勢
12

名
で
坂
戸
市
の
小
中
一
貫
校
で
あ
る
城
山
学

園
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
感
想
と
し
て

「
９
年
間
を
通
し
た
教
育
課
程
に
安
心
感
が

あ
る
。」
と
い
う
意
見
。
ま
た
、「
増
え
る
と
思

わ
れ
る
「
職
員
の
負
担
」、「
減
る
と
感
じ
ら

れ
る
保
護
者
の
負
担
」
な
ど
意
見
が
出
さ
れ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。「
安
心
感
」「
教
職
員
の

負
担
」「
保
護
者
の
負
担
」
と
は
、
具
体
的
に

お
答
え
く
だ
さ
い
。

答　
９
年
間
通
し
て
多
く
の
目
で
児
童
・
生

徒
を
見
守
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
「
安
心

感
が
あ
る
」
と
感
じ
た
。
教
職
員
の
負
担
感

に
つ
い
て
は
、
兼
任
辞
令
が
出
て
９
年
間
見

て
い
く
こ
と
は
６
・
３
年
で
区
切
る
よ
り
は

多
少
の
負
担
感
が
あ
る
と
思
う
。「
保
護
者
の

負
担
」
が
減
る
と
い
う
こ
と
は
、
運
動
会
な

ど
の
行
事
が
小
中
で
１
回
で
済
む
こ
と
や

P
T
A
が
小
中
で
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

負
担
が
減
る
と
感
じ
ら
れ
た
こ
と
で
す
。

竹田えつ子議員すわみつえ議員

税
金
は
再
開
発
よ
り
も

市
民
の
福
祉
に
ま
わ
す
こ
と

子
ど
も
た
ち
の
声
を
市
政
に

安
心
で
き
る
医
療・
介
護
整
備
を

市
民
が
求
め
る
総
合
病
院

誘
致
の
進
捗
状
況
は

夏
休
み
前
に
安
心
で
き
る

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を

小
中
一
貫
教
育
の
視
察
で

何
が
得
ら
れ
た
の
か

広
域
化
で
国
保
税
の
値
上
げ
を

し
な
い
こ
と

手
話
言
語
条
例
の
制
定
を

重
度
心
身
障
が
い
者
の
医
療
費
の

窓
口
払
い
を
な
く
す
こ
と

鴻
巣
駅
東
口
駅
通
り
地
区

再
開
発
事
業

鴻巣駅東口駅通り再開発施設外観イメージ


